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帝王切開時に偶然発見された卵巣原発悪性リンパ腫の 1例 

A case of Ovarian Malignant Lymphoma found at a  
 Cesarean Section. 
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〈概要〉 

卵巣原発悪性リンパ腫は稀な疾患とされている。

今回我々は卵巣腫瘍を疑われていなかったにも

関わらず、帝王切開時の付属器検索で偶然発見

された卵巣原発悪性リンパ腫の 1 例を経験し

たので、若干の文献的考察を加えて報告する。

症例は 39歳、3経妊 3経産(人工流産 1回、第

1 子経腟分娩、第 2・3 子双胎のため帝王切開

分娩)。妊娠経過に異常所見は無く、前回帝王

切開のため、38 週 2 日で選択的帝王切開術を

施行した。2752g の男児を娩出後、左卵巣内

に小指頭大の腫瘍を確認し、計 4 つ核出した。

腫瘍は径 10mm 程で表面は平滑、弾性硬で

あった。術後病理組織診断は悪性リンパ腫

(diffuse large B-cell lymphoma, non-
Hodgkin lymphoma)であり、Ann Arbor 病
期分類で stageⅡA と診断された。血液内科転

科後に R-CHOP 療法を 6 コース施行し、現在

1年経過したが再発所見は認めていない。 

 
〈緒言〉 

卵巣原発の非ホジキンリンパ腫(non-Hodgkin 
lymphoma:NHL)は稀な疾患である。NHL

において卵巣原発の症例は 0.5%、卵巣腫瘍の

中でも NHL の割合は 1.5%と報告されている
1)。また、妊娠に合併した NHL も非常に稀で、

2013 年に発表された過去 50 年の文献レ

ビューでは 121 症例と報告が出ている 2)。今

回我々は、卵巣腫瘍を疑われていなかったにも

関わらず、帝王切開時の付属器検索で偶然発見

された卵巣原発悪性リンパ腫の 1 例を経験し

たので報告する。 

〈症例〉 

年齢：39歳 

妊娠・分娩歴：3 経妊 3 経産(人工流産 1 回、

第 1 子経腟分娩、第 2・3 子双胎のため帝王切

開分娩) 

既往歴：特記事項なし 

家族歴：母 糖尿病 

現病歴：自然妊娠で経過は順調であった。妊婦

健診時に卵巣腫大はみられず、発熱等の症状も

みられなかった。術前血液検査で LDH は










